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Information

■�

計
画
内
容
＝
本
市
の
公
共
施
設
等
の
全

体
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

等
を
取
り
巻
く
現
状
や
将
来
に
わ
た
る

課
題
な
ど
を
客
観
的
に
整
理
し
、
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
管
理
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

［
問
］
知 

財
政
課 

財
産
管
理
係

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
南
九
州
市
景
観
計
画
」

■
募
集
期
間
＝

　

�

令
和
３
年
12
月
10
日
～
令
和
４
年
１
月

11
日

■
公
表
資
料
＝

◎
南
九
州
市
景
観
計
画
（
本
編
）

◎
南
九
州
市
景
観
計
画
（
資
料
編
）

◎
南
九
州
市
景
観
計
画
Ｑ
＆
Ａ
（
事
務
手

　

続
編
／
景
観
形
成
基
準
編
）

◎
南
九
州
市
景
観
条
例

◎
南
九
州
市
景
観
条
例
施
行
規
則

※�

計
画
案
は
知
覧
庁
舎
都
市
計
画
課
お
よ

び
頴
娃
・
川
辺
支
所
地
域
振
興
係
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
提
出
方
法
＝

　

①�

持
参
＝
南
九
州
市
役
所 

都
市
計
画

課
（
知
覧
庁
舎
）

　

②�

郵
送
＝
南
九
州
市
役
所 

都
市
計
画

課
宛
て

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
９
９
３-

83-

３
４
３
６

　

④
電
子
メ
ー
ル
＝

　

tosikei@
city.m

inam
ikyushu.lg.jp

［
問
］
知 

都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

南
九
州
市
消
防
出
初
式

　

令
和
４
年
消
防
出
初
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
会
場
へ
の
入
場
は
関
係
者
の
み
に

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
感
染

状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
＝
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

■
場
所
＝
南
九
州
消
防
署

［
問
］
知 

防
災
安
全
課 

消
防
係

公
民
館
講
座
巡
回
作
品
展

　

市
で
は
、
地
域
住
民
が
「
つ
ど
う
・
ま

な
ぶ
・
む
す
ぶ
・
つ
く
る
・
さ
が
す
」
を

理
念
に
、
新
し
い
知
識
や
技
術
を
学
習
す

る
公
民
館
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

講
生
の
作
品
や
公
民
館
活
動
状
況
を
持
ち

回
り
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ
の

生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
交

流
を
深
め
る
機
会
と
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
最
寄
り
の
会
場
で
ご
観
覧
く
だ
さ

い
。

■
展
示
会
場
・
期
間
＝

　

◎
頴
娃
文
化
会
館

　
　

令
和
４
年
１
月
21
日
～
２
月
３
日

　

◎
知
覧
文
化
会
館

　
　

令
和
４
年
２
月
４
日
～
２
月
17
日　

　

◎
ひ
ま
わ
り
館

　
　

令
和
４
年
２
月
18
日
～
３
月
４
日

※�

ど
の
会
場
も
開
館
時
間
内
で
観
覧
で
き

ま
す
。

［
問
］
知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

公
民
館
係

催
　
し

令
和
４
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

■
任
用
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１
日
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日

※
一
部
、期
間
が
短
い
職
種
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接
試
験

■
試
験
日
＝
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

■
申
し
込
み
方
法
＝

　
令
和
４
年
１
月
11
日
【
必
着
】
ま
で
に

総
務
課
総
務
人
事
係
や
各
庁
舎
の
市
民

係
も
し
く
は
市
民
生
活
係
に
備
え
付
け

た
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

総
務
課
総
務
人
事
係
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
の
ほ
か
、電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

　

資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
資
格
証
の
写

し
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
令
和
５
年
度
以
降
も
、
任
用

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

職
種
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
備
え
付
け
の
書
類
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

総
務
課 

総
務
人
事
係

会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
60
歳

以
上
の
方
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

が
自
分
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
就
業

を
し
て
い
ま
す
。

　

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
ゆ
と
り
を
持
っ
て
働

き
た
い
。
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
元

気
で
経
験
豊
か
な
皆
さ
ん
が
、
生
き
生
き

募
　
集

と
活
躍
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
資
格
＝

　

�

南
九
州
市
に
居
住
す
る
、
原
則
と
し
て

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

■
申
し
込
み
方
法
＝

　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
説

明
を
受
け
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
上

で
入
会
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
公
益
社
団
法
人 

南
九
州
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

南
九
州
市
川
辺
町
平
山
７
３
５
４
番
地

　

☎
０
９
９
３-

56-

６
３
４
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
南
九
州
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」

■
募
集
期
間
＝

　

令
和
４
年
１
月
11
日
～
２
月
10
日

■�

計
画
案
＝
南
九
州
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画

※�

計
画
案
は
知
覧
庁
舎
財
政
課
お
よ
び
頴

娃
・
川
辺
支
所
地
域
振
興
係
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
＝

　

①
持
参
＝
南
九
州
市
役
所 

財
政
課　

　
（
知
覧
庁
舎
）

　

②
郵
送
＝
南
九
州
市
役
所 

財
政
課
宛
て

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
９
９
３-

83-

４
６
５
８

　

④
電
子
メ
ー
ル
＝

　

zaisei@
city.m

inam
ikyushu.lg.jp

※�

意
見
書
の
用
紙
は
、
知
覧
庁
舎
財
政
課

お
よ
び
頴
娃
・
川
辺
支
所
地
域
振
興
係

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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研
修
生
募
集

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー

①
短
期
研
修

■
対
象
者
＝
市
内
農
業
後
継
者

■
研
修
品
目
＝
野
菜

■
研
修
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
1
日

　
ま
た
は
令
和
４
年
10
月
１
日
～（
１
年
間
）

②
品
目
研
修

■
対
象
者
＝
市
内
農
業
者

■
研
修
品
目
＝
秋
冬
野
菜
全
般

■
研
修
期
間
＝
８
月
１
日
～（
６
カ
月
間
）

　

※
随
時
受
け
入
れ

③
長
期
研
修

■
対
象
者
＝
新
規
就
農
希
望
者

■
研
修
品
目
＝
野
菜

■
研
修
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１
日

　
ま
た
は
令
和
４
年
10
月
１
日
～（
２
年
間
）

■�

条
件
＝
農
業
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意

欲
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
50
歳
未
満
の

健
康
な
者
。
ま
た
、
新
規
参
入
研
修
生

は
５
０
０
万
円
以
上
の
自
己
資
金
を
保

有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
市
長
が
認
め

た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

［
問
］
頴 

農
政
課 

総
合
研
修
係

　
（
頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
９
３-

38-

２
８
８
１

参
加
者
募
集
中
！

英
語
絵
本
の
よ
み
か
た
り
講
座

　

小
さ
な
お
子
さ
ま
が
楽
し
く
英
語
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
！

　

外
国
人
講
師
を
呼
ん
で
、
英
語
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
歌
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
し
ま
す
。

※�

今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
、
講

座
内
容
が
変
更
・
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
令
和
４
年
１
月
22
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時

■
場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
館

■�

対
象
＝
３
歳
か
ら
小
学
生
程
度
の
子
ど

も
（
講
座
の
間
は
保
護
者
が
付
き
添
っ

て
く
だ
さ
い
）

■�

定
員
＝
親
子
８
組
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
参
加
料
＝
無
料

■�
申
し
込
み
期
限
＝
令
和
４
年
１
月
14
日

午
後
５
時
ま
で

■�

申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
はGoogle
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

電
子
メ
ー
ル
＝

　

m
achi@

city.m
inam

ikyushu.lg.jp

◎
必
要
事
項

①�

名
前
（
保
護
者
・
子

ど
も
）
と
フ
リ
ガ
ナ

②
子
ど
も
の
年
齢

③�

電
話
番
号
と
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス

［
申
・
問
］知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

　有用な人材を育成するために、修学の意志能力があるにもかかわらず経済的な理由によって修学が困難な生徒・
学生に対して、学資の貸し付けを行う市の奨学金貸付制度があります。
　制度の内容については、次のとおりです。

項　　目 内　　容

申　込　資　格
　高校・高等専門学校・短期大学・専修学校・大学（院を含む）に在学し、
品行方正、学術優秀で、学資の支払いが困難と認められる者で、市内に住所
を有する者の子

金
額
（
月
額
）

高等学校奨学生 10,000円
募
集
人
員

10人以内
返
還
期
間

６年以内
高等専門学校奨学生 13,000円   3人以内 ８年以内
短期大学・専修学校奨学生 20,000円 15人以内 ８年以内
大学・大学院奨学生 30,000円 15人以内 １０年以内

※�下欄に返還例を記載しています
貸　与　期　間 当該学校の正規の在学期間中

返還について

返還は貸付満了１年後から開始します。
例：大学４年間（19歳から22歳）貸し付けを受けた場合
　　・貸付総額は1,440,000円（30,000円×12月×4年）
　　・10年間かけて返還する場合月々の返還額は12,000円
　　・返還開始は24歳になる年度の4月から
　　・返還終了は33歳になる年度の3月まで
※�無利子で貸し付けしますが、適正に返還されない場合は遅延損害金が発生
することがあります。

手　　続　　き

　奨学金の貸し付けを受けようとする方は奨学生願書、奨学生推薦調書、在
学証明書（入学前でまだ発行されない場合は、後日提出可）、所得等証明書
を添えて提出
※�願書など必要な書式は、市教育委員会に備え付けてあります。また、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

募　集　期　間 令和３年12月20日（月）～令和４年４月11日（月）

［問］川  教育総務課 総務係

令和４年度　南九州市奨学金貸付希望者の募集
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Information

本
語
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
が
採
択
さ
れ
、

宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施
し
ま
し
た
。

■
講
座
内
容
＝

　

日
本
語
を
学
習
し
た
い
外
国
人
と
、
そ

れ
を
教
え
る
た
め
の
日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
た
い
日
本
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
と
日
本
人
が
対
話
を
し
て
相
互

に
学
習
し
ま
し
た
。
９
月
～
11
月
の
間
に

全
６
回
開
催
し
ま
し
た
。

■
助
成
額
＝
40
万
円

■
事
業
の
効
果
＝

　

外
国
人
参
加
者
か
ら
は
、
日
本
語
を
勉

強
す
る
こ
と
が
楽
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ

き
、
南
九
州
市
内
の
お
店
や
観
光
地
、
病

院
な
ど
の
知
識
も
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

生
ご
み
処
理
機

無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
考

え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
生
ご
み
処
理
機

の
無
償
貸
出
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用

い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

①
生
ご
み
処
理
機
貸
出
事
業

・
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

・�

処
理
機
の
設
置
場
所
を
屋
内
に
確
保
で

き
る
方

・
処
理
機
を
適
正
に
管
理
で
き
る
方

・�

処
理
機
に
関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

協
力
で
き
る
方

・
貸
出
期
間
は
原
則
4
週
間
以
内

②
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

・�

市
内
に
居
住
す
る
方

・�

市
内
の
居
住
に
処
理
機
を
設
置
し
、
適

正
に
管
理
で
き
る
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

購
入
金
額
の
半
額
を
助
成
（
上
限
2
万

円
ま
で
）

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
が

完
了
し
ま
す
！

　

令
和
元
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
が
今
年
度
で

お
知
ら
せ

終
了
し
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
光
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な

か
っ
た
地
域
で
も
令
和
４
年
2
月
18
日
よ

り
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
光
回

線
な
ど
の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※�

光
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ま
た
は
光
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
と
の
契
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※�
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
で
あ
っ
て
も
、

山
間
部
な
ど
一
部
地
域
で
光
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
問
］
知 
企
画
課 

情
報
政
策
係

「
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
」
住
民
説
明
会
の
開
催

　

令
和
４
年
２
月
18
日
か
ら
、
松
山
局
お

よ
び
塩
屋
局
で
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
可
能
と
な
り
、
１
月
20
日
か

ら
利
用
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
）

■
日
時
・
場
所
＝

　

・
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
～　

松
ヶ
浦
地
区
公
民
館

　

・
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
）

　
　

午
後
３
時
～　

松
山
地
区
公
民
館

■
内
容
＝

　

・�

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
全
般

に
つ
い
て

　

・
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
説
明

　

・
光
サ
ー
ビ
ス
相
談
会
（
個
別
相
談
）

　

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
展
示
（
予
定
）

■
対
象
地
域
＝
松
山
局
お
よ
び
塩
屋
局

※�

２
会
場
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
ど
ち

ら
の
会
場
に
参
加
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※�

参
加
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
体

温
測
定
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
・
変
更
が
あ
り
ま

す
。

［
問
］
知 

企
画
課 

情
報
政
策
係

宝
く
じ
助
成
金
で
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
！

　
（
一
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
宝

く
じ
の
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
南
九
州
市
国
際
交
流
協

会
の
「
日
本
語
・
日
本
理
解
講
座
及
び
日
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軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

［
問
］
川 

公
益
社
団
法
人 

南
九
州
市
農

業
公
社（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
）

海
で
な
に
か
あ
っ
た
ら
・・・

「
１
１
８
番
！
」

　

１
１
８
番
は
、
海
上
に
お
け
る
事
件
事

故
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番

号
で
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
を
持
つ

方
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
用
し
た
入
力
操
作
に
よ
り
、
海
上
保
安

庁
へ
の
緊
急
時
の
通
報
が
可
能
と
な
る

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
登
録
制
で
す
の
で
、
表
記
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
か
、entry@

net118.jp

を

直
接
宛
先
に
入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信

す
る
と
、
登
録
用
メ
ー
ル
が
返
っ
て
く
る

の
で
、
案
内
さ
れ
る
手
順
に
従
い
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部 

総
務
課

　

☎
０
９
９-

２
５
０-

９
８
０
０

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

対
策
が
必
要
で
す
！

　

平
成
30
年
12

月
に
病
原
菌
が

判
明
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病

は
、
令
和
３
年

産
に
お
い
て
も

甚
大
な
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
、

本
病
害
に
対
し

て
は
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
基
本

技
術
の
励
行
・
土
作
り
（
地
力
向
上
）
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

①
残
り
か
す
を
残
さ
な
い

　

・�

サ
ツ
マ
イ
モ
の
残
り
か
す
の
分
解
促

進

　

・�

被
害
が
大
き
い
ほ
場
は
休
作
・
他
作

物
へ
の
転
換

②
ほ
場
に
病
害
を
入
れ
な
い

　

・
バ
イ
オ
苗
な
ど
の
利
用

　

・
健
全
種
イ
モ
の
確
保
・
選
別
・
消
毒

　

・
健
全
な
育
苗
ほ
場
の
確
保

　

・
育
苗
中
の
発
病
種
イ
モ
の
除
去

　

・
苗
消
毒

③
ほ
場
で
被
害
を
広
げ
な
い

　

・
排
水
対
策

　

・�

生
育
初
期
の
発
病
株
除
去
と
薬
剤
に

よ
る
同
時
防
除

　

・
薬
剤
に
よ
る
適
期
散
布
に
よ
る
予
防

　

・
早
掘
り
作
型
へ
の
移
行

［
問
］
頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

・
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合 

西
部
経
済
課

　

☎
０
９
９
３-

36-

１
１
３
４

・
南
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合

　

知
覧
支
所
☎
０
９
９
３-

84-

１
１
８
５

　

川
辺
支
所
☎
０
９
９
３-

56-

１
１
２
８

・
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　
☎
０
９
９
３-

52-

１
３
４
６

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
方
へ

飼
育
届
な
ど
の
手
続
き
が
必
要

■
内
容
＝

①�
飼
育
届･･･

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
全
て
の

方
は
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

②�

転
飼
許
可
申
請
書･･･

採
蜜
ま
た
は
越

冬
の
た
め
に
巣
箱
を
動
か
す
場
合
は
、

転
飼
の
２
カ
月
前
ま
で
に
転
飼
許
可
の

申
請
を
行
い
、許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な

点
は
、左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

衛
生
的
に
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
た
め
に
、

巣
箱
を
放
置
せ
ず
、
日
頃
か
ら
蜜
蜂
や
巣

箱
を
観
察
す
る
な
ど
自
主
的
な
検
査
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

［
提
出
・
問
］ 

南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普

及
課
畜
産
振
興
係

　

☎
０
９
９
３-

52-

１
３
４
５

水
田
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン

　

南
九
州
市
に
お
け
る
水
田
政
策
は
、
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
、
需

要
に
応
じ
た
安
定
し
た
生
産
調
整
を
維
持

す
る
た
め
、
本
年
に
引
き
続
き
令
和
４
年

も
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
継

続
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

［
問
］
頴 

農
政
課 

農
政
係

冬
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
を

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
稲
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
に

は
、
冬
場
の
耕

運
作
業
が
大
切

で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
は
、
寒
さ

に
弱
く
氷
点
下

３
度
で
は
、
３

日
で
ほ
と
ん
ど

死
滅
す
る
た
め
、
冬
は
土
中
に
潜
り
越
冬

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
寒
い
時
期
（
１
月
～
２
月
）
に
、

数
回
ロ
ー
タ
リ
ー
と
プ
ラ
ソ
イ
ラ
（
深
耕

作
業
）
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
を
試

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※�

農
業
公
社
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
作
業
、

深
耕
作
業
（
プ
ラ
ウ
、
プ
ラ
ソ
イ
ラ
）

の
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

希
望
す
る
方
は
、
農
業
公
社
ま
で
お
気
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Information

50
以
下
（
療
育
手
帳
Ｂ1
所
持
）
の
方

※�

助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
担
当
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

　
　

 

頴
・
知 

支
所 

福
祉
係

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

◎�

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当

　

在
宅
療
養
中
で
、
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
障
害
者
（
児
）
に
対
し
て
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
お
よ
び
配
偶
者
な
ど
の
前
年
所
得

に
対
す
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
内
容=

・
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）

　

月
額
２
万
７
３
５
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）

　

月
額
１
万
４
８
８
０
円

■
支
給
月
＝
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
て
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
支
給
内
容
＝

・
重
度
障
害
児
（
１
級
）
１
人
に
つ
き

　

月
額
５
万
２
５
０
０
円

・
中
度
障
害
児
（
２
級
）
１
人
に
つ
き

国
民
健
康
保
険
の
方
へ

医
療
費
の
お
知
ら
せ
（
医
療

費
通
知
）

　

南
九
州
市
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
世
帯
へ
医
療
費
通
知
を
年
６

回
（
奇
数
月
）
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
控
除
の
申
告

の
際
に
添
付
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

１
月
末
ご
ろ
に
お
送
り
す
る
医
療
費
通

知
に
は
、
９
月
・
10
月
診
療
分
が
記
載
さ

れ
ま
す
。
11
月
以
降
に
医
療
を
受
け
ら
れ

た
場
合
、
そ
の
他
、
医
療
費
通
知
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

る
支
出
が
あ
る
場
合
は
、
別
途
領
収
書
を

も
と
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作

成
し
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
は
確
定
申
告
の

期
限
か
ら
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

［
問
］
川 

健
康
増
進
課 

保
険
係

　
　

 

頴
・
知 

支
所 

市
民
生
活
係

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

�　
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、
病
気

や
け
が
な
ど
で
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自

己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
者
＝

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ1
・
Ａ2
を
所
持
す
る
方
お
よ
び

知
能
指
数
35
以
下
の
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
知
能
指
数

　

月
額
３
万
４
９
７
０
円

■
支
給
月
＝
４
月
・
８
月
・
11
月

※�

手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に
よ
っ

て
、必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
問
］
川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

　
　

 

頴 

・ 

知 

支
所 

福
祉
係

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申

告
を
お
忘
れ
な
く

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
や
個
人
の
方

で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
償
却

資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

資
産
に
つ
い
て
１
月
末
日
ま
で
に
申
告
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い

る
方
へ
は
、
12
月
中
に
申
告
書
を
郵
送
し

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
中
に
事
業
を
始
め
ら

れ
た
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
提
出
期
限

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は
＝

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
（
漁
業
権
な

ど
そ
の
他
の
無
形
減
価
償
却
資
産
を
除

く
）
で
、
そ
の
減
価
償
却
費
が
、
法
人
税

ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の

計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
が
対
象
で
す
。例
え
ば
、工
場
・

店
舗
・
事
務
所
な
ど
の
改
装
費
や
堆
肥

舎
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
も
こ
れ
ら
に

含
み
ま
す
。（
補
助
事
業
な
ど
の
場
合
は
、

補
助
金
な
ど
を
含
ん
だ
取
得
価
格
が
対
象

と
な
り
ま
す
）

※�

種
類
（
構
築
物
・
機
械
・
装
置
・
船

舶
・
車
両
・
運
搬
具
・
工
具
・
器
具
・

備
品
な
ど
）

■
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
も
の=

①
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
の
資
産

②�

取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
法

人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
一
時
的
に

損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

③�

取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
法

人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
一
括
し
て

３
年
間
で
償
却
し
た
も
の

④�

自
動
車
税
の
課
税
客
体
で
あ
る
自
動
車

な
ら
び
に
軽
自
動
車
税
の
課
税
客
体
で

あ
る
原
動
機
付
お
よ
び
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
ナ
ン
バ
ー
の
付
い
て
い
る
車
両

⑤
家
屋
課
税
さ
れ
て
い
る
畜
舎
な
ど

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て=

　

事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
太
陽
光
発
電

設
備
が
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
が
住
宅
用
と
し
て
屋
根
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

も
の
は
、課
税
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

［
問
］
頴 

税
務
課 

固
定
資
産
税
係
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住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
の
申
告

２
月
10
日
か
ら
開
始

　

令
和
４
年
度
の
住
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
申
告
受
け
付
け
を
令
和
４
年

２
月
10
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
今
回
も
昨

年
度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
３
密
対
策
な
ど
が

可
能
な
会
場
を
選
定
し
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
各
対
象
地
域
の
日
程
や
会

場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
に

各
世
帯
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

対
象
地
域
の
会
場
で
都
合
の
悪
い
方

は
、他
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
の
で
、

都
合
の
つ
く
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
１
月
に
届
く
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
元

確
認
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認

書
類
で
結
構
で
す
。

◎�

医
療
費
控
除
は
、
領
収
書
の
提
出
に
よ

る
申
告
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

　

領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
の
上
、
確
定
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
医
療
費
の
領
収
書
は
、
税
務
署
か
ら

提
示
・
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
様
式
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・
市
役

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

申
告
書
の
作
成
・
送
信
は
自
宅
や
ス
マ

ホ
か
ら
！

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ

け
で
、
申
告
書
が
作
成
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書

を
電
子
申
告
す
る
こ
と
で
税
務
署
に
行
く

こ
と
な
く
申
告
手
続
き
を
完
了
で
き
添

付
書
類
の
提
出
省
略
や
還
付
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
頴 

税
務
課 

市
民
税
係

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や
変
更
は

４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き
を
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
2
日

以
降
に
手
続
き
を
行
っ
て
も
、
そ
の
年
度

分
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

①
軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車
、
売
却
、
取
得
、

　

譲
渡
し
た
と
き

②
住
所
変
更
（
転
出
、
転
入
）
し
た
と
き

③
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

　

変
更
の
手
続
き
先
は
軽
自
動
車
な
ど
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く

は
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
頴 

税
務
課 

市
民
税
係

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
！

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
簡
単
な
操
作
で
、
事
前
に
税
務
署

に
届
け
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振

替
に
よ
り
、
即
時
ま
た
は
指
定
し
た
期
日

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
電
子

納
税
で
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に
出
向
く
必
要

が
な
い
こ
と
に
加
え
、
即
時
ま
た
は
指
定

し
た
期
日
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、資
金
繰
り
の
調
整
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
納
付
日
・
納
付

金
額
な
ど
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

納
期
限
前
に
計
画
的
な
納
付
（
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
を
利
用
し
た
予
納
）
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
け
出
か
ら
利
用
可
能
と
な
る

ま
で
に
１
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

ま
た
は 

　
　
　
　
　

で　
　
　

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

検
索

◎�

令
和
３
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に
贈

与
税
の
申
告
相
談
会
場
な
ど
の
ご
案
内
！

�　

知
覧
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
開
設
場
所
＝

　

知
覧
税
務
署
1
階
会
議
室

　
（
南
九
州
市
知
覧
町
郡
６
２
１
２
番
地
）

■
開
設
期
間
＝

　

令
和
４
年
２
月
16
日
～
３
月
15
日
ま
で

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間
＝

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　

ま
た
、
令
和
３
年
分
の
申
告
相
談
会
場

で
は
、
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
入
場
制

限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
お
越
し
に
な
る
申
告
相
談

会
場
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
、
ご
自
宅
か
ら

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

知
覧
税
務
署　
　

　

�

☎
０
９
９
３-

83-

２
４
１
１
※
自
動
音

声
案
内

知
覧
文
化
会
館
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

知
覧
文
化
会
館
は
、
令
和
４
年
５
月
か

ら
７
月
ま
で
内
装
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
前
後
各
10
日
間
程
度
を

含
め
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
他
の

施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

[

問] 

知
覧
文
化
会
館

　
　

☎
０
９
９
３-

83-

２
１
１
１
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Information

　近年、建築用材などとして利用可能な人
工林（スギ・ヒノキ）が収穫に適した時期
を迎えており、伐採が増加傾向にあります。
　一方、人工林を伐採した跡地において、
スギ・ヒノキの植栽（再造林）はそれほど
進んでいません。森林には土砂流出の防止

や雨水の保有（かん養）、木材の供給など多面的に期待されます。
　木は「伐（き）って」、「植えて」、「育てて」を繰り返す（循環する）
ことが大切です。
　そのため、森林を伐採したら再造林を行うことが必要です。

木を伐（き）ったら、植えましょう！～助成制度を活用して、再造林を～

老朽化した空き家の除去費用の一部を助成します！

令和３年度 南九州市体育協会表彰
　令和３年度の体育・スポーツ振興に顕著な功績があった方を南九州市体育協会が表彰しましたので紹介
します。（敬称略）
【体育協会功労者】
　・川辺町ゲートボール協会　中迎　國廣
　・別府地区　東村　恒和（剣道）
【優秀スポーツ団体】
　・川辺中学校　なぎなた同好会
　・頴娃中学校　男子バレーボール部
　・川辺高等学校　なぎなた部
※表彰された皆さまの今後のさらなるご活躍
に期待いたします。

【優秀スポーツ選手】
　・頴娃中学校３年　　　　　新原　一葉（ソフトボール）
　・鹿児島南高等学校３年　　田中　茉梨萌（陸上）
　・錦江湾高等学校３年　　　小中原　悠太（剣道）
　・鹿児島女子高等学校３年　田之頭　あかり（陸上）
　・川内商工高等学校３年　　田原　陸（バレーボール）
　・鳳凰高等学校３年　　　　松尾　杏華（陸上）
　・鳳凰高等学校３年　　　　桑原　有里（陸上）　

[問 ] 川   保健体育課 スポーツ推進係

※すべての空き家が補助対象ではありません！空家特措法に基づく、特定空家が補助対象です。
　空家特措法に基づく「特定空家」とは、そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険となる恐れのある
状態または著しく衛生上有害となる恐れのある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を
損なっている状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態にあると認め
られた空家です。

《補助金》事業費の 1/3（上限額 30 万円）
《補助の流れ》

［問］知  建築住宅課 建築係

　詳しくは、市ホームページ（　 　）をご覧になるか、
担当係までお問い合わせください。

空家等適正管理支援事業（除却） 検索
⬆

➡ ➡ ➡ ➡ ➡空家に
ついて
の相談

補助金
交付申請

解体工事
・

実績報告
書の提出

特定空家
について
の調査・

認定
交付決定 補助金

支払い

鹿児島県では、再造林を行う方に以下の助成を行っています。
造林補助事業　（公共事業）
　事業内容　�優良な人工林の造成を目的として行う植栽、下刈りな

ど（植栽と一体的に行う獣害防除施設の設置を含む）
　補 助 率　標準経費の 68％または 36％
未来につなぐ森林づくり推進事業（みんなの森づくり県民税関係事業）
　事業内容　�人工林伐採跡地で行う植栽などの実施、苗木などの資

材代に対する経費など
　補 助 率　定額
［問］　南薩地域振興局林務水産課林務係　☎ 0993-52-1335
　　　頴  耕地林務課 林務係 令和３年版森林・林業白書より
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［水道管の漏水防止］ご家庭の水道管を凍結から守ろう！

［問］知  水道課 工務係

どうしたらいいの？「いざ」という時に？
　冬になると、凍結による水道管の破裂で漏水が多発します。
　水道管からの漏水は貴重な水が無駄になるだけでなく、水道料金も高額になってしまいます。宅地内の水
道管は、お客さまの財産です。お客さま一人一人が水道管の凍結対策、漏水の早期発見・早期修繕を心がけ
ましょう。
 ◆給水管の元栓がある位置をチェック 
１�．寒波が来る前に給水

管の元栓（止水栓）の
位 置 を 確 認 し ま し ょ
う。 元 栓 は 水 道 メ ー
ターボックスの中にあ
ります。

２�．寒波時に給水管が破裂した場合は、元栓を止
めて修繕を依頼しましょう。元栓は時計回りに
回すと水を止めることができます。

 ◆水道管の保温 
水道管の凍結対策
①むきだしになっている水

道管に保温チューブなど
を巻きましょう。

　保温チューブはホームセンターなどで購入する
ことができます。

②水道メーターは、砂や布を入れたビニール袋な
どで、保温しましょう。

③給湯器にも対策が必要です。詳しくはご使用の
メーカーへお問い合わせください。

水道メーターの保温

 ◆水のくみ置き 
　氷点下になる予報が出たときは、凍
結して水道が使用できなくなることを
想定して、水のくみ置きをしましょう。
　また、水を少量（糸を引く程度）出
すことによって、凍結を防止すること
ができます。

 ◆空き家などについて 
　空き家や旅行などで、長期にわたって不在にす
る場合は特に注意が必要です。
　空き家などで漏水が発生すると、発見までに時
間がかかり、漏水量が多量になるため、水道料金
などが高額になる場合があります。水道の使用中
止手続きを行ったり、メーターボックス内の元栓
を閉めた上で、宅内の水圧を抜くなど、水道管の
凍結防止を心がけましょう。

もし、凍結してしまったら
　水道管にタオルや布をかぶせてから蛇口を開け、
蛇口の方からぬるま湯をゆっくり
とまんべんなくかけてください。
※�このとき、決して熱湯をかけな

いでください。水道管が破裂す
ることがあります。

➡

➡

ぬるま湯

南九州市内の指定給水装置工事事業者の一部をご
紹介します。
頴娃地域
　〇㈲安藤水道工業	 0993-36-2747
　〇㈲イセチ設備工業	 0993-36-2775
　〇川﨑水道		  0993-38-1346
知覧地域
　〇㈲安楽建設		 0993-83-3668
　〇㈲田代水道		 0993-84-2140
　〇㈲森口設備工業	 0993-59-2285
　〇蓮子水道設備	 0993-83-3735
　〇㈲牧添電器商会	 0993-84-0751
　〇松久保設備		 0993-83-2482
　〇アクアサービス森口	 0993-85-3707
川辺地域
　〇㈲平水道		  0993-57-2824
　〇㈲鶴田水道設備	 0993-56-4152
　〇㈱前野設備		 0993-56-5800
　〇㈱西商会		  0993-56-0261

水道管の修繕は「南九州市内指定給水装置工事
事業者」をご利用ください

メーターボックス内

水道メーター
閉 開

元栓
↓

公私境界線

市役所水道課の維持管理範囲 お客さまの維持管理範囲（水道メーターは除く）

私有地
蛇口
（給水栓）

元栓

水道メーターボックス

水道メーター

道路

配水管
給水管

露出部分は
凍結しやすい！
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Information

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、夜間および日曜開庁による臨時窓口を開設します。
　平日の開庁時間に市役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：開庁日の毎週木曜日　午後５時15分～午後７時
　　　　　　令和４年１月  9日（日）午前８時30分～正午
　　　　　　令和４年２月13日（日）午前８時30分～正午
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガキと必要書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付けられません。
※マイナンバーカードの交付・申請は無料です。（紛失などによる再交付を除く）

［問］川  市民生活課 市民係　頴・知  支所 市民生活係

夜間および日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

１月の悩み相談室
　家庭や職場、子育てや介護、DV やセクハラ、ジェンダー、
LGBTQ のことなど悩みを抱えている方、どんなことでもお気
軽にご相談ください。専門のカウンセラーが相談に応じ、秘密
は固く守られます。
■相談日時＝令和４年１月 15 日（土）午後１時～５時
　　　　　　（１人 50 分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）

［問］ 知  まちづくり推進課 共生・協働推進係

特設人権相談所の開設
　特設人権相談所は家庭内（結婚、夫婦、親
子、離婚、相続）や隣近所のもめごとのほか、
一般民事事件、人権や法律問題などについて、
人権擁護委員が相談に応じます。
　予約は不要で、相談は無料。秘密は固く守
られます。
■日時＝令和４年１月 27 日（木）
　　　　午前 10 時～午後３時
■場所＝知覧文化会館

［問］鹿児島地方法務局知覧支局
　　　　　　　  　   ☎ 0993-83-2208　

マイナンバーカードがあれば、住民票の写し・印鑑登録証明書・
所得 (課税 ) 証明書をコンビニで取得できます！いつでも

どこでも

早くて便
利！

　玄関の鍵が開かなくなり、隣人に
相談すると「鍵開け5800円～」と
広告表示している事業者を見つけて
くれたので、その事業者に鍵を開け
てほしいと連絡した。
　来訪した作業員は、作業内容や
料金の説明もなく、いきなり鍵を壊
して別の場所に新しい鍵を取り付け
た。
　作業後、高いが仕方ないと思い、
合計約15万円を支払ってしまった。
　　　　　　　　　（80 歳代女性）

●緊急時なので慌ててしまいがちですが、広告の料金表示をうのみにせず、
　見積もりだけの場合やキャンセルした場合の料金、出張費の有無など　

を、依頼時に確認しましょう。
●現場で初めて作業内容や料金が提案されます。事業者が作業に取り掛か
　る前に作業内容と料金を確認し、当初の想定とかけ離れた作業料金であ
　れば、無理にその場で判断せず、作業を断りましょう。
●緊急時に備えて、持っている鍵の種類やメーカーなどを確認し、信頼の
　おける事業者の情報を調べておくと安心です。
●クーリング・オフができる場合もあります。困ったときは、消費生活セ
　ンターなどにご相談ください（消費者ホットライン188）。

【問】　南九州市消費生活センター（知  商工観光課内）

鍵開けを依頼したら
想定外の作業をされた！

社会人硬式野球クラブチームが誕生！
　令和４年３月、南薩地区で社会人硬式野球クラブチーム「南薩
ビクトリーズ」が活動スタートします。チームの拠点は南九州市
になります。

　野球好きな若者が少しでも南薩に残っていただき、社
会人野球を通して活気ある市への地域貢献と地域から
愛されるチームを目指します。選手、スタッフ頑張り
ますので皆さまのご支援ご協力よろしくお願いします。
[問 ] 球団事務局　笠原　剛　☎ 080-5257-3853
E-mail ：tsuyoshi-501206@h9.dion.ne.jp

お詫びと訂正

　　広報南九州11月号10ページ「認知症川柳・
認知症ほのぼのエピソードなど募集！」の
ＦＡＸ番号に誤りがありました。お詫びし
て訂正いたします。

【正】ＦＡＸ番号0993-58-３７１０


